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uturistic1989年、ベルリンの壁が崩壊し、
東西冷戦の終結と共に新たな歴史の幕開けが予感されました。
それから20年間で世界の政治・経済のみならず文化や
人の生き方も大きく変わりました。

あなたにとって20世紀から21世紀への移り変わりは
どのような時代であったのでしょうか。
そしてこれから私たちの生き方はどのようになるのでしょう。

このシンポジウムでは個性的な生き方を実践し、
日本文化を深く理解されている国内外の多彩なパネリストの
対談を日本語で行い、これからの20年をみなさんと一緒に
考えたいと思います。

このシンポジウムでは、
皆様を無限に広がる知的冒険の世界にお誘いいたします。
皆様のご参加をお待ちしております。

東芝国際交流財団設立20周年記念シンポジウム
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「これからの20年～世界が変わる・あなたの生き方」
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Get The Future

For Better Tomorrow

Reach for Tomorrow

Prepare for Tomorrow

All My Tomorrows

Brand New Tomorrow

For Tomorrow

Tomorrow Never Knows

For Better Living

Step My Way

Look Into the Future

Dream Will Come True

Dream Days

MILIGHT 未来　（かなりの造語だけどカッコイイすよ）

Futuristic

Konan is the Future Boy （未来少年コナン）
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■ 開　場：

■ 主　催：

■ 共　催：

■ 参加費：

申込みの際はFAXまたは、e-mailにて受け付けております。
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東京国立博物館
00:00開場・受付開始

New Ages

2009年9月29日（火）

「これからの20年～
  世界が変わる・あなたの生き方」
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NEW AGES

東京国立博物館 平成館講堂
（14:30開場・受付開始）
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●JR上野駅公園口、または鶯谷駅下車 徒歩10分
●東京メトロ 銀座線・日比谷線上野駅、千代田線根津
駅下車 徒歩15分
●京成電鉄 京成上野駅下車 徒歩15分

■車
首都高速道路　上野線　上野出口５分
※東京国立博物館には駐車場はありません。

申込みの際はFAXまたは、

e-mailにて受け付けております。

※詳しくは裏面をご覧ください。申込締切日：9月10日（木）

開催概要

■会　場　東京国立博物館  平成館講堂
■開　場　14：30　■開　演　15：00　■終　演　18：00
■主　催　東芝国際交流財団　■共　催　株式会社 □□
■後　援　□□□□□□□□□□□□□□
■参加費　無料

開催概要

お申込み

［お問い合わせ先］　〒105-0021 東京都港区東新橋1-2-17 下島ビル8F　東芝国際交流財団20周年シンポジウム事務局　TEL:03-5537-7764　FAX:03-5537-7761

＜表面B案＞
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■会　場：
■開　場：
■開　演：
■終　演：
■主　催：
■共　催：
■後　援：
■参加費：

申込みの際はFAXまたは、e-mailにて
受け付けております。
※詳しくは裏面をご覧ください。申込締切日：9月10日（木）

開催概要

お申込み

東京国立博物館  平成館講堂
14：30
15：00
18：00
東芝国際交流財団
株式会社□□□
□□□□□□□□□□□□
無料

東京国立博物館  平成館講堂

東芝国際交流財団
株式会社 東芝
無料

14:30 ■ 開　演：15:00 ■ 終　演：18:00

■ 後　援：毎日新聞社 ■ 後　援：毎日新聞社、NHK（申請中）

Change
the World

パネルディスカッション・パネリスト
張　麗玲氏

中国浙江省生まれ。1989年来日。95年東京学芸大学大学院修了後、
大倉商事（株）入社。98年CS放送「（株）大富」設立、社長就任。99年末
～2000年にドキュメンタリー･シリーズ｢私たちの留学生活～日本
での日々～｣が中国全土で放送。そのうち｢小さな留学生｣「若者たち」
「私の太陽」「泣きながら生きて」が日本のフジテレビで放送。2001年
には第27回放送文化基金賞において「小さな留学生」が『テレビド
キュメンタリー賞』『個人企画賞』『JPPA賞ドキュメンタリー部門エ
ンディング金賞』『日本映画撮影監督協会特別賞』など連続受賞。

株式会社 大富代表取締役社長

パネルディスカッション・パネリスト
李　鳳宇氏

1960年京都府生まれ。82年朝鮮大学校外国語学部卒業、
89年シネカノン設立、94年劇場経営。2000年『シュリ』01
年『JSA』の大ヒットにより、韓流ブームの火付け役と呼ば
れる。05年『パッチギ!』毎日映画コンクール日本映画大賞
他多数受賞、06年『フラガール』日本アカデミー賞最優秀
作品賞受賞。07年第16回淀川長治賞受賞。主な製作作品に
「のど自慢」「ゲロッパ!」「魂萌え!」「歓喜の歌」など。著書に
「パッチギ!的―世界は映画で変えられる」などがある。

映画プロデューサー、映画製作・配給会社シネカノン代表

パネルディスカッション・パネリスト
ロバート・キャンベル氏

1957年ニューヨーク市生まれ。87年九州大学文学部
国語国文学研究室専任講師、95年国立・国文学研究資
料館助教授、2000年東京大学大学院総合文化研究科
助教授、07年同研究科准教授を経て、同研究科教授と
なり現在に至る。「江戸の声―黒木文庫でみる音楽と
演劇の世界」「読むことの力―東大駒場連続講義―」
「明治漢文小説集」など著書多数。

東京大学大学院総合文化研究科教授

パネルディスカッション・パネリスト
リシャール・コラス氏

1953年生まれ。在日フランス大使館儀典課勤務。79
年ジバンシィー入社、81年同社日本法人会社設立参
加、代表取締役。85年シャネル（株）入社、香水化粧品
本部長。95年同社代表取締役社長就任。2004年レス
トランBEIGE（C&D（株））代表取締役社長兼務。旭日
重光章を2008年11月に受賞。「遥かなる航跡」「午前4
時、東京で会いますか？」（シャン・サ氏との共著）など
著書多数。

シャネル株式会社代表取締役社長

基調講演講師
川勝　平太氏

1948年京都生まれ。早稲田大学政治経済学部卒業、
同大学大学院経済学研究科博士課程修了。オックス
フォード大学哲学博士。早大教授、国際日本文化研
究センター教授を経て、2007年より静岡文化芸術
大学学長。「日本文明と近代西洋―『鎖国』再考」「富
国有徳論」「文明の海洋史観」「文化力 日本の底力」な
ど著書多数。

静岡文化芸術大学  学長

パネルディスカッション・コーディネーター
嶌　信彦氏

慶応大学経済学部卒業。1967年毎日新聞入社。経済部、
ワシントン特派員を経して1987年フリーとなる。米国
ミシガン州フリント市名誉市民。現在テレビ・ラジオレ
ギュラー番組出演の他、白鴎大学教授、ＮＰＯ日本ウズ
ベキスタン協会会長。内閣官房「行政支出総点検会議」、
会計検査院「会計検査懇話会」、総務省「情報通信審議
会」の各委員を務める。「ニュースキャスターたちの24
時間」「嶌信彦の一筆入魂」「儲かる感性」など著書多数。

ジャーナリスト
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